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を
５
名
体
制
で
配
置
す
る
ほ
か
、
若
者
の
発

想
や
行
動
力
を
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
し
て
地

域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
若
者
リ
ー
ダ
ー
の

育
成
、
定
住
・
移
住
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
西
会
津
高
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
を
中

心
と
し
た
商
品
開
発
支
援
、
森
林
資
源
の
活

用
と
新
た
な
雇
用
の
創
出
を
図
る
新
産
業
づ

く
り
に
向
け
た
計
画
策
定
事
業
な
ど
に
取
り

組
み
ま
す
。

　

健
康
づ
く
り
と
安
全
・
安
心
で
は
、｢

健

康
が
い
ち
ば
ん
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

と
し
た
健
康
づ
く
り
事
業
、
各
種
健(

検)

診

事
業
、
予
防
接
種
事
業
の
推
進
に
加
え
、
防

災
体
制
の
充
実
・
強
化
を
図
る
た
め
の
新
た

な
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
整
備
や
西
会
津
町
縦

貫
道
路
の
整
備
、
雪
対
策
基
本
計
画
の
策
定

な
ど
、
災
害
や
雪
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取

り
組
み
ま
す
。
平
成
28
年
度
の
主
な
事
業
は

上
表
の
と
お
り
で
す
。

特
別
会
計
等

　

町
で
は
一
般
会
計
の
ほ
か
、
10
の
特
別
会

計
等
で
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

予
算
総
額
は
32
億
３
，
８
１
７
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

　

特
別
会
計
等
で
は
、
住
宅
団
地
の
分
譲
や

上
下
水
道
の
整
備
・
運
営
の
ほ
か
、
後
期
高
齢

者
医
療
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護
保
険
な
ど

の
運
営
を
行
い
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
快
適
な

暮
ら
し
と
健
康
を
守
っ
て
い
き
ま
す
。(

会
計

ご
と
の
予
算
額
は
左
表
の
と
お
り
）

こころ豊かな人を育むまちづくり　―教育の振興と人材の育成―
保育所運営事業（委託費） 1億6,541万円
認定こども園新築事業（建設工事等） 7億1,513万円
【拡】出産祝金（第１子から支給） 810万円
放課後児童クラブ事業（ひだまり子どもクラブ） 496万円
子育て医療費サポート事業（18歳までの医療費無料化） 1,986万円
乳幼児家庭子育て応援金（２歳までの幼児を家庭で保育する保護
者に月額１万円を支給） 540万円

こうのとりサポート事業（不妊・不育治療に要する治療費を助成) 104万円
【新】西会津小・中学校内線相互通信設備整備事業 145万円
西会津小・中学校ＩＣＴ環境整備事業（無線ＬＡＮタブレット端
末機導入整備） 348万円

西会津高校活性化対策事業（通学費等補助、修学資金貸付など） 738万円
スポーツ大会参加補助金（ふくしま駅伝・市町村対抗野球・ソフ
トボール大会への参加支援） 331万円

【新】横町館跡本調査発掘事業 3,000万円
豊かで魅力あるまちづくり　―地域経済の活性化―

多面的機能支払交付金事業 4,741万円
中山間地域等直接支払事業 7,534万円
【新】森林資源活用型新産業づくり計画策定事業 389万円
広葉樹林再生事業（広葉樹林を伐採・活用し、森林の再生を図る) 1,750万円
新規就農者ステップアップ支援事業（担い手･新規就農者経営支援) 525万円
園芸ハウス（６棟)・菌床栽培用ハウス（２棟）整備事業 2,718万円
健康な土づくり事業（土壌分析、小型農業機械購入補助） 598万円
活力ある地域づくり支援事業（地域づくり・地域おこし団体に対
する支援） 350万円

【新】さゆり公園周辺施設改修事業（福島ホープス西会津球場防
球ネット設置工事、フレンズワールド管理棟修繕等） 4,791万円

定住・移住総合支援センター運営事業 670万円
【新】合宿施設設置構想調査事業（セミナーハウス） 432万円
【新】若者リーダー育成事業（若者まちづくりプロジェクト後継事業) 200万円
【新】農商工学連携地域活性化事業（西会津高校の生徒による商
品開発を支援） 250万円

【拡】地域おこし協力隊配置事業（５名配置） 2,071万円
アンテナショップ運営事業（kura-cafe「クラカフェ」） 676万円
定住住宅整備費補助金（45歳以下の若者・町への移住者に対する
住宅支援、住宅団地購入費支援） 720万円

結婚祝金（現金10万円又は定住促進住宅６ヶ月分の家賃を支給） 188万円
【拡】後継者対策事業（婚活事業） 400万円

▲昨年度実施した横町館跡
　試掘調査の様子

▲さまざまな活動に取り組む
　地域おこし協力隊

▲さゆり公園で行われた
　福島ホープス公式戦

▲交通安全教室で交通ルールを
　学ぶ児童
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人と自然にやさしいまちづくり　―健康づくりと安全・安心―
健康がいちばん推進事業（食と運動、健(検)診の連携による町民
健康づくり、健康づくりの習慣化を目指すポイント事業の実施） 130万円

各種健(検)診事業（胃がん・子宮がん・乳がん・肺がん・大腸が
ん、基本健診、特定健診等） 1,914万円

高齢者予防接種事業（65歳以上高齢者のインフルエンザ・肺炎球
菌ワクチン接種費用の助成支援） 1,268万円

小児予防接種事業（日本脳炎・麻疹・風疹・肺炎球菌・ヒブ・子
宮頚がん・４種混合・ポリオ・水痘のワクチン接種費用の助成） 884万円

精神保健事業（精神デイケア・にこにこ相談所の運営費） 300万円
生活支援ハウス運営事業（施設運営費） 1,051万円
高齢者の生きがい対策事業（老人クラブ・老人スポーツ支援） 392万円
ボランティア活動推進事業（サポートセンター運営費） 128万円
コミュニティ育成事業（自治区が管理する防犯灯・街路灯のＬＥ
Ｄ化工事等への支援補助） 372万円

町民バス運行事業（デマンドバス・路線バス運行費） 8,338万円
町道野沢柴崎線道路整備事業（橋立３号橋上部工工事等） 3億360万円
町道小学校線道路整備事業（用地補償・改良舗装工事） 3,308万円
町道小山松峯線道路整備事業（用地補償・改良舗装工事） 3,500万円
町道舗装修繕事業（老朽化の著しい舗装の計画的修繕） 3,000万円
町道橋りょう修繕事業（老朽化の著しい橋の計画的修繕） 3,070万円
【新】道路整備計画調査事業 216万円
【新】雪対策基本計画策定事業 206万円
さゆり公園施設維持修繕事業（屋内プールろ過装置の交換、屋内
プールボイラー設備の更新等） 4,502万円

野沢駅通り公園整備事業（整備工事） 5,550万円
原町ポケットパーク整備事業（整備工事） 3,400万円
太陽光発電施設整備事業（役場新庁舎） 8,400万円
斎場施設整備事業（喜多方地方広域市町村圏組合負担金） 6,597万円
防火水槽整備（杉山地区１基） 892万円
【新】ハザードマップ整備事業 250万円
【新】屋敷地区急傾斜地対策事業（県営事業負担金） 110万円

計画の推進　―効率的･効果的な行政の推進と健全財政―
【新】地方公会計整備事業（地方公共団体における公会計の導入) 1,000万円
【新】役場新庁舎整備事業（学校給食棟解体工事等） 3,940万円
【新】遊休公共施設等整理調査事業 112万円

特 別 会 計 名 予 算 額 前年度比

工業団地造成事業 8,868万円 0.0％

住宅団地造成事業 623万円 1.1％

下水道施設事業 1億7,565万円 △5.6％

農業集落排水処理事業 1億1,256万円 △2.8％

個別排水処理事業 5,498万円 △14.3％

　保険料や使用料など、特定の収入があり、収入の使
い道が決まっている会計

特 別 会 計 名 予 算 額 前年度比

後期高齢者医療 9,702万円 △4.4％

国 民 健 康
保     険

事 業 勘 定 10億156万円 △2.3％

診療施設勘定 2億8,178万円 △0.2％

介護保険 11億199万円 △2.6％

簡易水道等事業 6,835万円 △13.4％

水 道 事 業
会     計

収益的収支 1億5,246万円 △3.4％

資本的収支 9,691万円 8.7％

▲利用者の利便性向上を
目指すデマンドバス　

▲本年度中に雪対策基本計画
を策定　　　　　　　　　

▲工事中の町道野沢柴崎線・
橋立３号橋　　　　　　　

▲介護予防の健康体操｢棒体操｣
を推進 

特別会計等の当初予算

平成28年度の主な事業
※【新】…新規事業　　【拡】拡充事業
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喜
多
方
地
方
広
域
市
町
村
圏
組
合

副
管
理
者
の
小
椋
敏
一
北
塩
原
村

長
、
武
藤
道
廣
町
議
会
議
長
、
山

口
岩
男
元
副
町
長
、
友
人
代
表
の

齋
藤
宏
一
さ
ん
が
弔
辞
を
捧
げ
ま

し
た
。

　

式
の
最
後
に
は
、
山
口
前
町
長

の
長
女
惠
子
さ
ん
の
夫
で
、
県
知

事
政
務
秘
書
の
喪
主
小
林
大
也
さ

ん
が
「
父
は
頑
固
で
、
仕
事
に
大

変
厳
し
い
人
で
し
た
。
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
を
実
現
で
き
た
の
は
、
関

係
者
、
そ
し
て
町
民
の
皆
さ
ん
の

ご
理
解
・
ご
協
力
の
お
か
げ
で
す｣

と
親
族
を
代
表
し
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

　

参
列
者
の
皆
さ
ん
は
読
経
の
中

焼
香
を
行
い
、
し
め
や
か
に
最
後

の
お
別
れ
を
し
ま
し
た
。

告
別
式
に
は

約
１
５
０
０
人
が
参
列

　

西
会
津
町
・
山
口
家
合
同
告
別

式
は
４
月
14
日
に
執
り
行
い
、
町

内
外
か
ら
約
１
５
０
０
人
の
皆
さ

ん
が
参
列
し
、
町
の
発
展
に
力
を

尽
く
し
た
山
口
前
町
長
と
の
別
れ

を
惜
し
み
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
は
じ
め
に
葬
儀
委
員

長
の
伊
藤
町
長
が
「
百
歳
へ
の
挑

戦
を
掲
げ
た
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
の
ま

ち
づ
く
り
や
、
町
の
憲
法
と
も
い

え
る
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
の
制

定
を
は
じ
め
、
先
見
性
と
卓
越
し

た
政
治
手
腕
、
そ
し
て
強
い
信
念

を
も
っ
て
町
政
執
行
に
あ
た
り
、

今
日
の
西
会
津
町
の
礎
を
築
か
れ

た
」
と
追
悼
の
式
辞
を
述
べ
、
そ

の
後
、
町
内
７
人
の
僧
侶
に
よ
る

読
経
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
渡
部
恒
三
元
衆
議
院
副

議
長
、
瓜
生
信
一
郎
県
議
会
議
員
、

　
町
長
と
し
て
６
期
24
年
の
長
き
に
わ
た
り
、

町
の
発
展
の
た
め
力
を
尽
く
し
た
山
口
博
續
さ

ん
は
、
去
る
３
月
16
日
午
後
、
80
歳
で
逝
去
さ

れ
ま
し
た
。

　
今
日
の
町
の
礎
を
築
い
た
そ
の
ご
功
績
に
感

謝
の
意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
謹
ん
で
ご
冥
福

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

▲告別式の様子

▲焼香し別れを惜しむ参列者の皆さん

▲手を合わせ最後のお別れ

昭
和
60
年
か
ら
６
期
24
年 

町
政
伸
展
に
尽
力

前
西
会
津
町
長  

山
口
博
續 

氏  

逝
去
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24
年
間
の
町
の
動
き

昭 

和
60
年
＝
▼
山
口
博
續
氏
が
町

長
に
就
任

昭 

和
61
年
＝
▼
第
１
回
西
会
津
の

文
化
と
産
業
祭
開
催

昭 

和
62
年
＝
▼
外
国
語
教
育
と
国

際
交
流
の
た
め
英
語
指
導
助
手

を
招
致

昭 

和
63
年
＝
▼
老
人
保
健
施
設｢

憩

の
森｣

、
西
会
津
診
療
所
開
所

平 
成
元
年
＝
▼
克
雪
生
活
圏
整
備

事
業
で
整
備
し
た
流
雪
溝
が
稼

働
▼
さ
ゆ
り
公
園
総
合
オ
ー
プ

ン
▼
第
１
回
桐
ゲ
タ
マ
ラ
ソ
ン

大
会
開
催

平 

成
３
年
＝
▼
第
１
回
雪
国
ま
つ

り
開
催
▼
さ
ゆ
り
公
園
野
球
場

が
整
備
完
了
、
初
の
プ
ロ
野
球

公
式
戦
開
催(

イ
ー
ス
タ
ン
リ
ー

グ
日
本
ハ
ム
対
巨
人)

▼
株
式
会

社
西
会
津
町
振
興
公
社
設
立

平 

成
４
年
＝
▼
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
さ
ゆ
り
の
園
」
開
所
▼
成

人
病
予
防
対
策
調
査
実
施

平 

成
５
年
＝
▼
世
界
一
の
長
寿
村
・

　

�

沖
縄
県
大
宜
味
村
を
視
察
▼
屋

内
プ
ー
ル
完
成
▼｢

健
康
の
町｣

宣
言
、
毎
月
第
２
土
曜
日
を
「
町

民
健
康
の
日
」
に
▼
「
百
歳
へ

の
挑
戦
」
町
民
大
会
開
催
▼
温

泉
健
康
保
養
セ
ン
タ
ー
「
ロ
ー
タ

ス
イ
ン｣

、
フ
レ
ン
ズ
ワ
ー
ル

ド
オ
ー
プ
ン

平 

成
６
年
＝
▼
移
動
通
信
用
施
設

完
成
、
携
帯
電
話
が
使
用
可
能

に
▼
女
性
消
防
隊
結
成
▼
在
宅

介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所
▼
沖

縄
県
大
宜
味
村
児
童
生
徒
と
の

交
流
事
業
開
始
▼
「
在
宅
健
康

管
理
シ
ス
テ
ム
」
を
全
国
の
自

治
体
で
初
め
て
導
入

平 

成
７
年
＝
▼
記
録
的
な
集
中
豪

雨
で
各
地
に
大
き
な
被
害(

被

害
総
額
12
億
４
０
０
０
万
円
以

上)

▼
第
50
回
ふ
く
し
ま
国
体
・

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
競
技
を
開
催

平 

成
８
年
＝
▼
雇
用
促
進
住
宅
入

居
開
始
、
西
林
東
自
治
区
が
で

き
る
▼
西
会
津
消
防
署
が
開
署

平 

成
９
年
＝
▼
滝
坂
地
す
べ
り
対

策
が
国
の
直
轄
と
な
る
▼
県
内

初
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
局
が
開

局
▼
広
域
水
道
小
島
浄
水
場
完

成
▼
磐
越
自
動
車
道
が
全
線
開

通
▼
第
２
回
ふ
る
さ
と
い
き
い

き
村
づ
く
り
全
国
サ
ミ
ッ
ト
・

西
会
津
町
大
会
開
催

平 

成
10
年
＝
▼
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
場
「
す
ぱ
ー
く
西
会
津
」
完

成
▼
健
康
な
土
づ
く
り
事
業
開

始
▼
さ
ゆ
り
が
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ

ン
分
譲
開
始

平 

成
11
年
＝
▼
県
内
初
の
複
合
型

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
「
西
会
津
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
結
成

平 

成
12
年
＝
▼
さ
ゆ
り
オ
ー
ト
パ
ー

ク
オ
ー
プ
ン
▼
特
定
環
境
保
全

公
共
下
水
道
「
野
沢
浄
化
セ
ン

タ
ー
」
完
成

平 

成
14
年
＝
▼
町
民
バ
ス
「Let's�

G
o�

シ
ャ
ト
ル
」
運
行
開
始
▼

西
会
津
・
群
岡
・
新
郷
・
奥
川

中
学
校
が
閉
校
、
新
た
に
統
合
・

　

�

西
会
津
中
学
校
が
開
校

平 

成
15
年
＝
▼
健
康
寿
命
延
伸
事

業
ス
タ
ー
ト
▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
設
立

▼
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
開
始

平 

成
16
年
＝
▼
県
内
の
国
道
49
号

で
初
と
な
る
道
の
駅
「
に
し
あ

い
づ
」
オ
ー
プ
ン
▼
西
会
津
町

自
立
宣
言
▼
西
会
津
国
際
芸
術

村
開
村

平 

成
17
年
＝
▼
沖
縄
県
平
良
市

(

現
宮
古
島
市)

と
友
好
都
市
締

結
平 

成
18
年
＝
▼
テ
レ
ワ
ー
ク
セ
ン

タ
ー
完
成
▼
に
し
あ
い
づ
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
開
所

平 

成
20
年
＝
▼
西
会
津
町
ま
ち
づ

く
り
基
本
条
例
施
行

平 
成
21
年
＝
▼
町
消
防
支
援
隊
発

足

山
口
氏
の
主
な
経
歴

　

中
央
大
学
大
学
院
修
士
課
程

法
学
研
究
科
政
治
学
専
攻
卒
業

後
、
福
島
民
友
新
聞
社
に
入
社
。

そ
の
後
衆
議
院
議
員
渡
部
恒
三

氏
の
私
設
秘
書
を
経
て
昭
和
54

年
か
ら
昭
和
58
年
ま
で
県
議
会

議
員
、
昭
和
60
年
か
ら
は
西
会

津
町
長
を
務
め
る
。
町
長
在
職

中
は
「
百
歳
へ
の
挑
戦
」
を
掲

げ
た
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連

携
を
強
化
し
た
ト
ー
タ
ル
ケ
ア

体
制
の
確
立
、
ミ
ネ
ラ
ル
栽
培

の
普
及
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

開
局
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例

の
制
定
な
ど
町
の
発
展
に
尽
力
。

　

そ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、
平

成
22
年
に
旭
日
小
綬
章
を
受
章
、

平
成
28
年
に
は
叙
位
が
発
令
さ

れ
、
喪
主
の
小
林
大
也
さ
ん
が

従
五
位
の
伝
達
を
受
け
る
。▲ 従五位の伝達を受ける小林さん(中

央)と山口芳
かおる

さん(左･博續さんの妻)
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◎
定
期
人
事
異
動
＝
▼
学
校
教
育

課
長
兼
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
会
田

秋
広(

学
校
教
育
課
長)
▼
建
設
水

道
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長[
維
持
担

当]

佐
藤
広
悦(

建
設
水
道
課
長
補

佐
兼
上
下
水
道
係
長)

▼
学
校
教
育

課
長
補
佐
鎌
倉
康
裕(

学
校
教
育
課

長
補
佐
兼
学
校
教
育
係
長
兼
給
食

セ
ン
タ
ー
所
長)

▼
学
校
教
育
課
給

食
セ
ン
タ
ー
次
長[

課
長
補
佐
職]

佐
藤
栄
作(

建
設
水
道
課
長
補
佐
兼

管
理
係
長[

維
持
担
当])

▼
建
設
水

道
課
長
補
佐
兼
建
設
係
長
石
川
和

典(

建
設
水
道
課
建
設
係
長)

▼
学

校
教
育
課
学
校
教
育
係
長
五
十
嵐

悦
子(

学
校
教
育
課
給
食
セ
ン
タ
ー

次
長)

▼
建
設
水
道
課
管
理
係
長[

事

務
担
当]

長
谷
沼
充
伸(

町
民
税
務

課
主
査)

▼
建
設
水
道
課
上
下
水
道

係
長
黒
澤
将
幸(

建
設
水
道
課
主
査)

▼
出
納
室
主
任
主
査
青
津
直
子(

総

務
課
主
任
主
査)

▼
生
涯
学
習
課
主

任
主
査
増
子
恵
子(

健
康
福
祉
課
主

査)

▼
総
務
課
主
査
斎
藤
正
利(

生

涯
学
習
課
主
査)

▼
総
務
課
主
査
飯

嶋
竜
太(

商
工
観
光
課
主
査)

▼
企

画
情
報
課
主
査
武
藤
洋
一(

健
康
福

祉
課
主
査)

▼
町
民
税
務
課
主
査
三

留
昭
生(

建
設
水
道
課
主
査)

▼
商

工
観
光
課
主
査
薄
清
久(

議
会
事
務

局
主
査)

▼
農
林
振
興
課
主
査
山
口

則
夫(

企
画
情
報
課
主
査)

▼
農
林

振
興
課
主
査
渡
部
和
徳(

総
務
課
主

査)
▼
建
設
水
道
課
主
査
伊
藤
雄
一

(

学
校
教
育
課
主
査)

▼
学
校
教
育

課
主
査
小
柴
芳
成(
建
設
水
道
課
管

理
係
長[

事
務
担
当])
▼
議
会
事

務
局
主
査
物
永
毅(

農
林
振
興
課
主

査)

▼
建
設
水
道
課
副
主
査
斎
藤
孝

洋(

総
務
課
副
主
査)

▼
生
涯
学
習

課
副
主
査
渡
部
美
由
紀(

学
校
教
育

課
副
主
査)

▼
総
務
課
主
事
藤
原
正

人(

農
林
振
興
課
主
事)

▼
健
康
福

祉
課
主
事
五
十
嵐
美
優(

町
民
税

務
課
主
事)

▼
商
工
観
光
課
主
事
長

谷
川
麻
也(

出
納
室
兼
総
務
課
主

事)◎
新
採
用
＝
▼
総
務
課
主
事
品
川

貴
斗
▼
町
民
税
務
課
主
事
菅
野
莉

沙
▼
健
康
福
祉
課
主
事
青
津
京
介

▼
健
康
福
祉
課
保
健
師
内
山
豊
夏

美
▼
農
林
振
興
課
主
事
植
木
大
翔

　５月は「福島さわやか行政相談キャンペーン」期間
です。町では、特設行政相談所を開設し、役所や特殊
法人などに関する苦情の相談に応じ、解決のお手伝い
をします。また、併せていじめや家庭の問題、近隣ト
ラブルなどの相談に応じる特設人権相談所も開設しま
すので、この機会にご相談ください。

◆行政相談委員　　田崎　宗作 さん�(小杉山)
◆人権擁護委員　　長谷川孝志 さん�(森野)
　　　　　　　　　田崎　映子 さん�(芝草)
　　　　　　　　　嶋田　純子 さん�(下野尻)

◆日時・会場
５月18日（水)
　午前９時30分～正午　新郷連絡所
　午後１時～３時30分　奥川みらい交流館
５月19日（木)
　午前９時30分～正午　保健センター
　午後１時～３時30分　町公民館
６月１日（水)
　午前10時～午後３時　町公民館
　※６月１日は人権相談のみ

　経済センサスは、全国すべての事業所、企業を対象
に行われる統計調査で、｢経済の国勢調査｣といわれて
います。産業構造や事業活動の実態を調査し、その結
果を経済・雇用・中小企業政策、災害復興施策の立案
などに役立てます。
　５月から、県知事が任命した調査員が事業所や企業
を訪問し、調査票の配布や記入の依頼、回収を行いま
すので、ご協力をお願いします。

◆基準日　　平成28年６月１日
◆調査内容　　
　◎�工場や喫茶店、個人事業所などを含むすべての事

業所・企業が対象です。
　◎�名称、所在地、経営組織などの基本的な項目に加

え、事業内容、売上・費用、設備投資など、企業
の経済活動について調査します。

  
平
成
28
年
４
月
１
日
付

  
町
職
員
の
人
事
異
動

この機会にご相談ください

  春の行政相談･人権相談を開催

統計調査にご協力を

  経済センサス－活動調査を実施
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有料広告を募集しています
紙面に掲載する有料広告を募集しています。
詳しくはお問い合わせください。

◆大きさ　１枠当たり縦４．０㎝×横８．５㎝
◆掲載料　１枠当たり５，０００円／月
【問い合わせ先】

企画情報課・情報政策係　☎４５－４５３６

まちの人口（４月１日現在）
� （前月比）
　人　口� ６，８６２人　�（－４１人）
　 男 � ３，３０６人　�（－１１人）
　 女 � ３，５５６人　�（－３０人）
　世　帯� ２，７３０世帯　�（－　８世帯）

お悔やみ申し上げます
海老名　寅　夫（94）　敏　枝　　夫　　３町内
山　本　峯　子（84）　裕　孝　　母　　４町内
橋谷田　林　吾（89）　健　一　　父　　８町内
成　田　ミツノ（93）　邦　夫　　母　　10町内
相　原　タケノ（94）　　稔　　　母　　芝　草

ご結婚おめでとう
佐　藤　秀　治　　　　杉山
長　嶺　由美子　　　　会津美里町

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

新
採
用
職
員
紹
介

�

※(　

)

内
は
出
身
地

総務課�主事

品
しな

 川
がわ

  貴
たか

 斗
と

(上野尻)

　

�　

感
謝
の
心
を
忘
れ
ず
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
役
に
立
て
る
よ
う

日
々
精
進
し
て
い
き
ま
す
。

町民税務課�主事

菅
かん

 野
の

  莉
り

 沙
さ

(岩手県奥州市)

　

�　

い
つ
も
笑
顔
で
明
る
く
対
応

す
る
こ
と
を
心
掛
け
、
早
く
仕

事
を
覚
え
て
皆
さ
ん
の
役
に
立

て
る
よ
う
励
ん
で
い
き
ま
す
。

健康福祉課�主事

青
あお

 津
つ

  京
きょう

 介
すけ

(縄沢)

　

�　

日
々
勉
強
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
自
分
が
今
何
を
す
べ
き
か

を
よ
く
考
え
な
が
ら
仕
事
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

健康福祉課�保健師

内
うちやま

山  豊
ほ な み

夏美
(会津若松市)

　

�　

町
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
を
支

え
ら
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

農林振興課�主事

植
うえ

 木
き

  大
ひ ろ と

翔
(９町内２)

　

�　

こ
れ
か
ら
の
仕
事
に
全
力
で

取
り
組
み
、
町
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

頑
張
り
ま
す
。

４
月
か
ら
新
た
に
着
任

地
域
お
こ
し
協
力
隊

歴史文化担当

江
え

 田
だ

  睦
むつ

 美
み

(栃木県佐野市)

　

�　

西
会
津
の
魅
力
を
た
く
さ
ん

の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
、
そ
し

て
足
を
運
ん
で
も
ら
え
る
よ
う

頑
張
り
ま
す
。

長谷川　ア　イ（92）　正　美　　母　　中　野
山　口　博　續（80）　小林�大也　　父　　森　野
岩　藤　タカノ（69）　健　寿　　母　　松　尾
鈴　木　タツ子（85）　　靜　　　母　　松　尾
長谷川　ハルイ（91）　秀　力　　母　　縄　沢
佐　藤　キヨ子（91）　宗　悦　　母　　出ヶ原
齋　藤　　　榮（95）　　健　　　母　　上野尻
安　部　チ　ヨ（97）　一　朗　　母　　上野尻
土　田　敏一郎（86）　修　一　　父　　上野尻
佐　藤　イチノ（91）　　昭　　　母　　白　坂
五十嵐　　　巖（89）　宏　之　　父　　宝　川
齋　藤　　　弘（81）　八代枝　　夫　　楢木平
伊　藤　ミチ子（95）　廣　文　　母　　平　明
小　林　ス　イ（100）　利　夫　　母　　井　谷
石　黒　敬　三（65）　高木�榮子　　兄　　新　町
井　上　直　吉（83）　義　明　　父　　道　目

有料広告欄 [詳細は広告主に問い合わせください]

戸籍の窓口  [３月受付分]
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　西会津小と西会津中の入学式は、４月６日に行われ
ました。西会津小には40人の新１年生が入学し、式で
名前を呼ばれると元気よく「はい」と返事をして起立
しました。岩澤一徳校長が「お兄さん、お姉さんたち
と仲良く生活してください」と式辞を述べた後、伊藤
町長をはじめ来賓の皆さんが入学を祝福しました。新
１年生を代表し、青津龍

りゅう

さんが教科書を受け取りまし
た。最後は、６年生の五寧朱

すざ く

雀さんが「分からないこ
とがあったら何でも聞いてください。一緒に学校生活
を楽しみましょう」と新入生を歓迎しました。
　西会津中には37人が入学し、式辞で五十嵐正彦校長

が「自ら進んで学習や部活動に取り組み、３年後に思
い通りの未来に進めるよう頑張りましょう」と新入生
を鼓舞しました。教科書は塚原蒼

あおい

さんが受け取り、新
入生代表誓いの言葉では、三留綾

あや

華
か

さんが「西中生と
しての自覚を持ち、夢に向かって進んでいきます」と
決意を新たにしました。
　西会津高校入学式は４月８日に行われ、41人が入学
しました。中野隆幸校長が「自己研さんに励み、実り
多い３年間にしてください」と式辞を述べ、新入生代
表の伊藤瑠

る い

威さんが「西会津高校の伝統を守りながら、
日々精進していきます」と誓いました。

西会津小に40人、西会津中に37人、西会津高に41人が入学

西会津小入学式

西会津中入学式

西会津高入学式
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消防団長に伊藤正市さん
　４月１日に町消防団長の辞令交付式が行われ、新たに伊
藤正市さん(呼賀)が団長となりました。式で伊藤町長は「団
員を統率して訓練に励み、町民の皆さんの安心・安全を守
るため日々努めてください」と辞令書を手渡しました。伊
藤団長は「身が引き締まる思いです。前団長の意志を引き
継ぎ、今まで以上に予防消防に努め、地域に信頼される消防
団を目指していきます」とあいさつしました。また、町で
は３月29日に最新鋭の消防ポンプ自動車を消防団に引き渡
しました。この車両は第１分団第２部に配備されています。

みんなで、にしあいづ物語を創ろう
　３月26日、町の歴史や文化を広く知ってもらうことを
目的に町歴史文化基本構想等策定事業・シンポジウム「み
んなで、にしあいづ物語を創ろう！」を開催しました。当
日は、県立博物館館長で町歴史文化基本構想等策定委員会
委員長の赤坂憲雄さんと同副委員長の田崎敬修さんをコー
ディネーターに、長谷沼清吉さんをはじめ町内で地域おこ
し活動に取り組む７人がパネリストとして活動内容を発表
しました。赤坂さんは「皆さんの活動を取り込みながら、
にしあいづ物語を創りたい」と今後の抱負を語りました。

アフターＤＣが開幕
　地元観光関係者と自治体が、ＪＲグルー
プをはじめ全国の旅行会社などと連携して
行う国内最大級の観光キャンペーン「ふくしま
デスティネーションキャンペーン(ふくしまＤＣ)」のアフ
ターイベント「アフターＤＣ」が４月１日から開幕しました。
　４月２日に、にしあいづ観光クルーがＳＬに乗り込み
町の魅力を乗客にＰＲしたほか、野沢駅に停車した際に
は、にしあいづ観光交流協会など関係者の皆さんが駅の
ホームで出迎え、町の特産品を振る舞いました。

櫻田美佐子／こと葉  二人展
　４月16日から西会津国際芸術村で「櫻田美佐子／こと葉�
二人展」を開催しています。この作品展では、国際芸術村の
前身である旧新郷中学校出身の櫻田さんが撮影した風景写
真と、その友人のこと葉さんが描いた水彩画を木造旧校舎
の風情ある教室に展示しています。５月22日まで開催して
いますので、この機会に訪れてみてはいかがでしょうか。�
　また、期間中の毎週末と祝日には、鉾

ほこ

井
い

喬
たかし

さんの短編
映画「福島桜紀行」も上映されています。[写真＝櫻田
美佐子さん(左)、こと葉さん(右)]
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参
加
す
る
に
は
？

ス
テ
ッ
プ
１
＝
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
健

康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
使
用
し
、

日
々
の
健
康
づ
く
り
を
記
録
し
ま

し
ょ
う
。｢

こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
健
康

ポ
イ
ン
ト
手
帳
」
は
町
役
場
健
康

福
祉
課
・
健
康
支
援
係
な
ど
で
配

布
し
て
い
ま
す
。

ス
テ
ッ
プ
２
＝
３
カ
月
間
の
ポ
イ

ン
ト
を
集
計
し
ま
し
ょ
う
。

ス
テ
ッ
プ
３
＝
町
役
場
健
康
福
祉

課
・
健
康
支
援
係
に
こ
ゆ
り
ち
ゃ

ん
健
康
ポ
イ
ン
ト
手
帳
を
提
出
し
、

ポ
イ
ン
ト
に
応
じ
た
景
品
な
ど
と

交
換
し
ま
し
ょ
う
。

健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
と

健
康
ポ
イ
ン
ト

　

こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん
健
康
ポ
イ
ン
ト

手
帳
に
は
、
朝
の
健
康
づ
く
り
に

重
点
を
置
い
た
６
つ
の
健
康
づ
く

り
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
。
毎
日

の
生
活
の
起
点
と
な
る
「
朝
」
に

健
康
づ
く
り
を
行
い
、
そ
の
習
慣

化
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
手
帳

に
あ
る
健
康
づ
く
り
メ
ニ
ュ
ー
を

１
つ
行
う
ご
と
に
１
ポ
イ
ン
ト
が

貯
ま
り
、
１
日
の
健
康
づ
く
り
メ

ニ
ュ
ー
を
全
て
行
う
と
最
大
で
６

ポ
イ
ン
ト
が
貯
ま
り
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
健(

検)

診
を
受
診

し
た
り
、
健
康
教
室
に
参
加
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
ポ
イ
ン

ト
が
貯
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
の
特
典

　

こ
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
は
、
３
０

０
ポ
イ
ン
ト
以
上
貯
め
る
と
健
康

グ
ッ
ズ
に
、
５
０
０
ポ
イ
ン
ト
以

上
貯
め
る
と
町
共
通
商
品
券
と
交

換
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
初
め
て
の
ポ
イ
ン
ト
交

換
の
際
に
は
、
１
０
０
ポ
イ
ン
ト

で
県
が
行
う
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度

の
特
典
で
あ
る
「
ふ
く
し
ま
健
民

カ
ー
ド
」
と
交
換
で
き
ま
す
。
こ

の
カ
ー
ド
は
、
県
内
の
協
力
店
で

提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
料
金
の

割
引
や
景
品
が
も
ら
え
る
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り
の
輪
を

広
げ
よ
う

　

健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
健
康

づ
く
り
を
行
う
た
び
に
ポ
イ
ン
ト

が
貯
ま
る
た
め
楽
し
く
継
続
で
き

ま
す
。
ま
た
、
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン

ト
は
実
用
的
な
健
康
グ
ッ
ズ
の
ほ

か
町
共
通
商
品
券
と
交
換
で
き
、

地
元
商
店
街
の
活
性
化
に
も
つ
な

が
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
家
族
や
友
人
と
一
緒

に
行
え
ば
、
健
康
づ
く
り
が
共
通

の
話
題
と
な
り
、
健
康
意
識
の
高

揚
も
期
待
で
き
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
な
が
ら
楽
し

く
朝
の
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
み
、

そ
の
習
慣
化
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
福
祉
課
・
健
康
支
援
係

　

☎
45
︱
４
５
３
２

　

町
で
は
、
昨
年
度
か
ら
年
間
を
通
し
て
健
康
づ
く
り
に
取
組
ん
で
も
ら

う
き
っ
か
け
づ
く
り
と
し
て
、
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
は
、
体
重
測
定
や
運
動
、
朝
食
時
に
野
菜
を

取
る
な
ど
の
毎
日
の
健
康
行
動
や
、
健(

検)

診
の
受
診
、
健
康
教
室
な
ど

へ
の
参
加
で
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
、
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
は
健

康
グ
ッ
ズ
や
町
共
通
商
品
券
と
交
換
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
町
が
行
う
健
康
ポ
イ
ン
ト
制
度
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
県
が
行

う
「
ふ
く
し
ま
健
民
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
」
に
も
参
加
で
き
、
県
か
ら
提
供

さ
れ
る
特
典
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

健
康
づ
く
り
は 

朝
が 

い
ち
ば
ん

楽
し
み
な
が
ら
健
康
づ
く
り
を
習
慣
化

▼こゆりちゃん健康ポイント手帳

▼ ふくしま　
　 健民カード



13 　Nishiaizu

早
寝 

早
起
き 

朝
ご
は
ん

　

朝
食
を
取
る
と
、
眠
っ
て
い
た

脳
や
体
が
目
を
覚
ま
し
ま
す
。
し

か
し
、
朝
食
を
抜
く
と
脳
を
働
か

せ
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
不
足

し
、
勉
強
に
集
中
で
き
な
か
っ
た

り
、
体
が
だ
る
い
と
感
じ
た
り
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

夕
食
を
食
べ
る
時
間
が
遅
い
、

夜
遅
く
寝
て
朝
も
ギ
リ
ギ
リ
ま
で

寝
て
い
る
な
ど
と
い
っ
た
こ
と
が

習
慣
化
し
て
い
る
と
、
朝
の
食
欲

は
わ
き
に
く
い
も
の
で
す
。
早
寝
・

早
起
き
し
、
朝
ご
は
ん
を
お
い
し

く
、
し
っ
か
り
食
べ
て
元
気
に
一

日
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

朝
食
の
２
大
効
果

そ
の
１　

集
中
力
ア
ッ
プ

　

朝
食
を
取
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
源

を
脳
に
送
る
こ
と
で
午
前
中
の
集

中
力
が
ア
ッ
プ
し
ま
す
。
成
績
や

能
率
ア
ッ
プ
が
期
待
で
き
ま
す
。

そ
の
２　

美
容
力
ア
ッ
プ

　

朝
ご
は
ん
を
食
べ
な
い
１
日
２

食
の
生
活
が
続
く
と
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
貯
め
や
す
く
、
太
り
や
す

い
体
質
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

１
日
３
食
は
太
り
に
く
い
体
づ
く

り
の
基
本
で
す
。
ま
た
、
き
ち
ん

と
し
た
食
生
活
を
送
る
と
お
通
じ

が
良
く
な
り
、
肌
の
調
子
も
よ
く

な
り
ま
す
。

バ
ラ
ン
ス
が
大
切

　

ご
飯
や
パ
ン
な
ど
の
主
食
、
卵

や
納
豆
、
肉
、
魚
な
ど
の
主
菜
、

野
菜
な
ど
の
副
菜
を
バ
ラ
ン
ス
よ

く
取
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
果

物
や
牛
乳
、
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
を

プ
ラ
ス
す
れ
ば
さ
ら
に
バ
ラ
ン
ス

の
よ
い
朝
食
と
な
り
ま
す
。

お
す
す
め
！

ワ
ン
プ
レ
ー
ト
朝
ご
は
ん

◎
１
皿
集
中 

食
べ
や
す
い

　

食
欲
が
わ
か
な
い
朝
で
も
、
食

事
が
一
皿
に
ま
と
ま
っ
て
い
る
と

食
べ
や
す
く
感
じ
ま
す
。

◎
自
然
と
品
数
が
豊
富
に

　

大
き
な
お
皿
に
お
か
ず
が
１
品

で
は
寂
し
い
た
め
、
ワ
ン
プ
レ
ー

ト
朝
ご
は
ん
は
自
然
と
品
数
が
多

く
な
り
ま
す
。
主
食
・
主
菜
・
副

菜
で
バ
ラ
ン
ス
よ
く
盛
り
付
け
ま

し
ょ
う
。

◎
洗
い
物
も
少
な
く
な
る

　

食
べ
終
わ
っ
た
後
も
、
食
器
は

皿
１
枚
な
の
で
洗
い
物
の
手
間
が

省
け
ま
す
。

作り方
①�キャベツはざく切りに、ニンジンは
半月切りにし、ソーセージは斜めに
半分に切る。

②�鍋に水を入れ、ソーセージ、ニンジ
ン、マカロニを煮る。

③�ソーセージが反り返ってきたらキャ
ベツとコンソメを加え、さらに煮る。

④�キャベツがしんなりしてきたら器に
盛り付け、黒コショウを振り、味を
調える。

材料（２人分）
　�キャベツ� １００ｇ
　ニンジン� ４０ｇ
　マカロニ(短時間タイプ)� ２０ｇ
　ソーセージ� ３本
　コンソメ(固形)� ½個
　水� ３００㏄
　黒コショウ� 少々

調理時間 
７～８分   朝ごはんを

しっかり食べて
１日を元気に
  過ごそう！体が目覚める 朝ごはんの要 (かなめ)

春キャベツとマカロニの
お手軽スピードスープ
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｢

西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
」
は

平
成
11
年
に
設
立
さ
れ
、
今
年
で

18
年
目
を
迎
え
る
県
内
で
最
も
歴

史
あ
る
総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク

ラ
ブ
で
す
。

　

会
員
は
、
小
学
生
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
く
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

て
地
域
の
皆
さ
ん
と
交
流
す
る
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
８
つ
の
教
室
で
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
年
代
に

応
じ
た
年
会
費
を
支
払
う
こ
と
で
、

８
つ
全
部
の
教
室
に
参
加
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
の
際

に
ど
の
教
室
に
参
加
す
る
か
を
選

ん
で
も
ら
い
ま
す
が
、
途
中
で
参

加
す
る
教
室
を
増
や
す
こ
と
も
可

能
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
教
室
に
参

加
し
て
交
流
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

　

女
性
に
人
気
な
の
は
、
中
川
恵

美
子
先
生
が
講
師
を
務
め
る
「
エ

ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室
」
で
す
。
講
師

の
掛
け
声
や
音
楽
に
合
わ
せ
て
身

体
を
動
か
し
ま
す
。
参
加
者
の
年

齢
や
体
力
に
応
じ
て
内
容
を
決
め

て
い
る
の
で
、
無
理
な
く
楽
し
み

な
が
ら
運
動
で
き
る
と
好
評
で
す
。

　

｢

ス
イ
ミ
ン
グ
教
室
」
は
、
参

加
者
が
全
員
小
学
生
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
水
に
慣
れ
る
こ
と
や
基

本
泳
法
の
取
得
を
目
標
に
活
動
し

て
い
ま
す
。
こ
の
教
室
は
全
部
の

教
室
の
中
で
最
も
多
い
31
名
が
昨

年
度
登
録
し
て
お
り
、
町
外
か
ら

参
加
す
る
会
員
も
い
ま
し
た
。�

　

町
で
は
、
健
康
づ
く
り
の
た
め

｢

町
民
１
人
１
ス
ポ
ー
ツ
」
を
合

言
葉
に
、
皆
さ
ん
の
日
常
的
な
ス

ポ
ー
ツ
活
動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

西
会
津
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
で
、

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
み
な
が
ら
運

動
し
ま
せ
ん
か
。

年
会
費(

保
険
料
を
含
む)

　

小　

学　

生　

４
，
５
０
０
円

　

16
歳
～
64
歳　

６
，
５
０
０
円

　

65 

歳 

以 

上　

５
，
５
０
０
円

　

※�

障
が
い
者
手
帳
を
お
持
ち
の

場
合
は
保
険
料
の
み
。
保
険

料
は
８
０
０
円
～
１
，
８
５

　
　

０
円
で
す
。

　

※�

ス
イ
ミ
ン
グ
と
水
中
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
は
別
途
プ
ー
ル
使
用

料
が
必
要
で
す
。

入
会
申
し
込
み･

問
い
合
わ
せ
先

　

町
公
民
館　

☎
45
︱
３
２
４
４

▲

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢

▲

エ
ア
ロ
ビ
ク
ス

教　 室　 名 開 催 日 程 ・ 会 場
スイミング
　(金曜・月２回）

時間：午後６時30分から１時間程度
会場：さゆり公園屋内プール

水中ウォーキング
　(木曜・月２回）

時間：午後６時30分から１時間程度
会場：さゆり公園屋内プール

エアロビクス
　(日曜・月２回）

時間：午後７時から１時間程度
会場：町公民館

レクリエーションダンス
　(金曜・月２回）

時間：午後１時30分から１時間30分程度
会場：町公民館

筋力ストレッチ
　(月曜・月２回）

時間：午後７時から１時間程度
会場：町公民館

スポーツ吹矢
　(水曜・月２回）

時間：午後１時30分から１時間30分程度
会場：町公民館

グラウンドゴルフ
　(火曜・月３～４回）

時間：午後１時30分から１時間程度
会場：さゆり公園多目的広場ほか

ラージボール卓球教室
　(月曜・月２回）

時間：午後７時から１時間30分程度
会場：さゆり公園体育館

仲
間
と
一
緒
に
楽
し
く
運
動

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
参
加
し
よ
う
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　ここでは西会津中学校の生徒の皆さんに、自分
が思い描く夢や目標を話してもらっています。今
月は３年・佐藤優衣さんです。

わたしの夢―
　｢私の将来の夢は、看護師です。けがをして病
院に行ったとき、看護師の人が患者さんを励まし
ていました。患者さんに接しているとき以外はと
ても忙しそうなのに、優しく対応している姿を見
てかっこいいと思いました。私もそういった看護
師になりたいです」

努力していること―
　｢夢を叶えるためにも、勉強を頑張ることにし
ています｣

未来の自分に一言―
　｢看護師になれましたか。つらいこともあると
思いますが、頑張ってください」

聞いて！
わたしの夢

ソフトボール部  部長

佐藤 優
ゆ

衣
い

 さん

作
品
名
『
静
物
』

作
品
紹
介
『
秋
に
な
る
と
、
リ
ン
ド
ウ
と
ザ
ク
ロ

の
色
に
魅
せ
ら
れ
、
一
度
は
描
き
た
く
な
り
ま

す
。
シ
ュ
ウ
メ
イ
ギ
ク
を
加
え
、
秋
の
一
枚
に

ま
と
め
て
み
ま
し
た
』

町民

ギャラリー
今月は、絵画クラブ

伊藤てる子  さんの作品です。

趣味は？
　ダンス、スポーツ観戦、華道

熱中していることは？ 
　子どもの野球観戦

最近感動したことは？ 
　西会津中図書館の司書さんが絵本「かい
じゅうたちのいるところ」に登場する船を
作り上げたこと。図書館に飾ってあります。

あなたのモットーは？
　笑う門には福来

きた

る

やってみたいことは？
　家族とゆっくり温泉旅行、海外
にホームステイ

次の方を紹介してください
　Ｋ・Ｓさん（堀越）

三
み と め

留  祐
ます

美
み

 さん [縄沢]

星
ほし

　 寿
ひさのり

紀 さん（４月号）からメッセージ
　今年も素敵なダンスを披露してください。

町民

バトンタッチ

宝
物
は
？
『
子
ど
も
が
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
先
か
ら
く
れ
た
手
紙

と
、
英
語
教
室
の
10
周
年
を

迎
え
た
と
き
に
教
室
の
子
ど

も
た
ち
と
そ
の
保
護
者
の
皆

さ
ん
か
ら
い
た
だ
い
た
色
紙』
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編   

集   

後   

記

　

め
っ
き
り
暖
か
く
な
っ
て
き
ま

し
た
。
皆
さ
ん
い
か
が
お
過
ご
し

で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
今
回
は
こ
ゆ
り
ち
ゃ
ん

ト
ピ
ッ
ク
ス
で
取
り
上
げ
た
「
か

た
く
り
鑑
賞
会
」
で
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
紹
介
し
ま
す
。

　

｢

か
た
く
り
鑑
賞
会
」
の
チ
ラ

シ
に
は
、｢

先
着
50
名
ナ
メ
コ
汁

サ
ー
ビ
ス
」
と
書
か
れ
て
い
ま
し

た
。
し
か
し
当
日
の
開
園
時
間
を

う
っ
か
り
間
違
え
、
９
時
開
園
の

と
こ
ろ
を
10
時
過
ぎ
ご
ろ
到
着
し

た
私
は
、
も
う
ナ
メ
コ
汁
は
無
い

よ
な
ぁ
な
ど
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
会
場
で
は
ま
だ
ナ

メ
コ
汁
を
振
る
舞
っ
て
い
る
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
す
で
に
ゴ
ミ
袋

の
中
に
た
く
さ
ん
の
空
容
器
が
入
っ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
で
す
。

　

聞
く
と
、｢

せ
っ
か
く
訪
れ
て

く
れ
た
の
だ
か
ら
全
員
を
も
て
な

し
た
い
」
と
い
う
思
い
で
、
何
人

来
て
も
大
丈
夫
な
よ
う
か
な
り
多

め
に
準
備
し
て
い
た
そ
う
で
す
。

　

こ
う
い
っ
た
温
か
い
心
遣
い
も
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
魅
力
で
す
。
来

年
は
ぜ
ひ
皆
さ
ん
も
訪
れ
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

 

広
報
担
当　

長
谷
川
祐
一

　

４
月
16
日
、
奥
川
小
屋
自
治
区

の
主
催
で
「
か
た
く
り
鑑
賞
会｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
雪
解
け
と

と
も
に
茎
を
伸
ば
し
、
桜
よ
り
も

少
し
早
く
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
カ

タ
ク
リ
は
、
今
年
も
一
面
を
ま
る

で
薄
紫
色
の
じ
ゅ
う
た
ん
の
よ
う

に
染
め
て
い
ま
し
た
。
会
場
に
訪

れ
た
皆
さ
ん
は
、
か
れ
ん
に
咲
き

誇
こ
る
そ
の
姿
を
穏
や
か
に
眺
め
、

ま
た
、
写
真
に
収
め
て
い
ま
し
た
。

　

集
落
支
援
員
の
岩
橋
義
平
さ
ん

(

中
央
の
写
真
２
列
目
右
）
が
小

屋
集
落
の
皆
さ
ん
に
声
を
か
け
た

こ
と
を
き
っ
か
け
に
平
成
25
年
か

ら
始
ま
っ
た
こ
の
取
り
組
み
は
、

今
年
で
４
回
目
を
迎
え
ま
す
。

　

自
治
区
の
皆
さ
ん
は
、
集
落
の

高
齢
化
は
進
ん
で
い
る
が
、
美
し

い
群
生
地
を
守
り
な
が
ら
、
多
く

の
人
に
カ
タ
ク
リ
を
楽
し
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
続
け
て

い
き
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

小
屋
自
治
区
で

 
｢

か
た
く
り
鑑
賞
会｣

資
源
を
生
か
し
て
地
域
お
こ
し

小
屋
自
治
区
で

 
｢

か
た
く
り
鑑
賞
会｣

群生地に続く手作りの木道 カタクリの前で記念撮影

小
屋
自
治
区
の
皆
さ
ん


